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道
長
と
の
間
で
こ
の
様
に
多
く

の
贈
答
歌
が
あ
っ
た
が
式
部
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
識
者
の

間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

古
書
の
中
に
は「
紫
式
部
は
道
長

の
妾メ
カ
ケ

」と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る

が
、
も
し
こ
れ
が
事
実
だ
っ
た
の

な
ら
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
式
部
は

日
誌
や
歌
集
の
中
に
こ
れ
ら
の
歌

を
残
さ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

式
部
が
生
涯
慕
っ
た
と
思
わ
れ

る
具
平
親
王
へ
の
歌
一
首
が
残
る
。

『
八
重
山
吹
を
折
り
て
、
あ
る
所

に
た
て
ま
つ

4

4

4

4

り
た
る
に
、
一ヒ

ト

重エ

の

花
の
散
り
残
れ
る
を
お
こ
せ
た
ま

4

4

4

4

4

へ
り

4

4

け
る
に（
前
書
）

「
お
り
か
ら
を　

一
重
に
め
づ
る

　
　

花
の
色
は　

薄
き
を
見
つ
つ

　
　
　

薄
き
と
も
見
ず
」』

　

前
書
き
に
あ
る“
奉
り
た
る

に
”や“
お
こ
せ
給
へ
り
”の
敬
語

使
い
は
、
式
部
と
し
て
は
め
ず
ら

し
い
。
よ
ほ
ど
身
分
の
高
い
貴
人

宛
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
貴
人
は
具

平
親
王
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

源
氏
物
語
千
年
紀
に
寄
せ
て

紫
式
部
の
通
っ
た
道（
四
）

『
八
重
咲
き
の
山
吹
の
花
を
、
あ

る
お
方
の
所
に
お
贈
り
し
た
ら
、

散
り
残
っ
た
一
重
の
山
吹
を
お
送

り
頂
い
た
の
で（
前
書
）

「
今
の
季
節
の
花
の
美
し
さ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
こ
の
一
重
の
花
の
色

は
、
薄
く
と
も
美
し
く
、
薄
い
こ

と
は
少
し
も
気
に
な
り
ま
せ
ん

（
あ
な
た
様
の
お
心
を
薄
い
な
ど

と
ん
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）」』

　

宣
孝
と
結
婚
し
、
娘
を
産
み
、

夫
に
死
な
れ
、
道
長
の
娘
彰
子
中

宮
の
所
へ
出
仕
す
る
か
ど
う
か

迷
っ
て
い
た
、
そ
ん
な
時
、
式
部

は
山
吹
に
歌
と
消
息
を
添
え
て
親

王
に
贈
っ
た
の
だ
ろ
う
。
具
平
親

王
は
、
天
皇
家
と
血
縁
関
係（
孫

を
天
皇
）を
持
つ
こ
と
で
勢
力
拡

大
を
進
め
よ
う
と
す
る
摂
関
政
治

の
中
心
人
物
道
長
に
は
、
批
判
的

で
あ
っ
た
。
道
長
は
式
部
に
と
っ

て
父
為
時
・
兄
惟
規
・
夫
宣
孝
の

恩
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
娘
賢

子
の
行
末
も
考
え
れ
ば
、
道
長
の

要
請
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
心
中

を
書
き
送
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

こ
の
歌
の
内
容
や
宛
先
が
は
っ

き
り
し
な
い
し
、
相
手
の
歌
や
添

え
書
き
が
全
く
な
い
の
も
、
親
王

と
の
関
係
を
表
に
出
し
た
く
な

か
っ
た
か
ら
と
推
測
し
た
い
。

ｃ
．大
谷
浦
と
藤
原
家
の
関
係

　

紫
式
部
が
帰
路
の
コ
ー
ス
と
し

て
、
タ
コ
の
呼
坂
・
大
谷
浦
を
選

ん
だ
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

ア
．紀
友
仲
が
流
さ
れ
た
大
谷
浦

　

大
塩
八
幡
宮
の
縁
起
に
は

「
仁
和
三
年（
八
八
七
）
八
月
三

日
、
中
納
言
紀
友
仲（
後
に
長
谷

雄
と
改
名
）が
謀
臣
の
ざ
ん
言

4

4

4

に

よ
り
、
府
中
の
南
、
大
谷
の
泉
島

に
流
罪
と
な
る
。
友
仲
は
無
実
の

罪
の
晴
れ
る
こ
と
を
祈
る
た
め
、

石イ
ワ

清
水
八
幡
宮
を
心
に
勧
請
し
て

祈
り
続
け
た
。
や
が
て
寛
平
元
年

（
八
八
九
）宇
多
天
皇
の
許
し
を

受
け
京
に
も
ど
る
。
翌
年
、
石
清

水
八
幡
宮
を
現
在
の
越
前
市
国
兼

町
に
勧
請
し
て
、
大
塩
八
幡
宮
を

造
営
し
た
」と
あ
る
。

　

こ
の
紀
友
仲
と
は
、
平
安
前
期

の
文
学
者
で
、
菅
原
道ミ
チ
ザ
ネ真
の
門
下

生
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
友
仲
が
流

さ
れ
た
仁
和
三
年
は
藤
原
基
経

（
道
長
の
四
代
前
）が
は
じ
め
て

関
白
に
な
っ
た
年
で
、
藤
原
氏
が

紀
氏
な
ど
の
他
氏
排
斥
を
盛
ん
に

行
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
れ
を
越
前

守カ
ミ（
国
司
）の
時
代
毎
変
化
か
ら

考
え
て
み
た
い
。
藤
原
氏
で
最
初

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

の
越
前
守
に
な
っ
た
の
は
藤
原
乙オ

ト

麻マ

ロ呂（
七
三
八
）で
、
紀
友
仲
が

大
谷
に
流
さ
れ
た
年（
八
八
七
）

ま
で
の
百
五
十
年
間
を
、
前
半

七
十
五
年
と
後
半
七
十
五
年
と
に

分
け
て
み
る
。
前
半
で
は
藤
原
氏

十
六
人
が
越
前
守
だ
が
、
紀
氏
は

一
人
も
い
な
い
。
後
半
で
は
藤
原

氏
が
五
人
で
、
紀
氏
が
三
人
と
な

る
。
越
前
は
当
時
大
国
で
国
司
希

望
者
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
数
の
変
化
は
、
藤
原
氏
に
と
っ

て
危
機
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

紀
友
仲
が
ど
う
し
て
冤エ

ン

罪
と

な
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
流
罪
先

に
大
谷
浦
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

越
前
は
都
に
近
い
の
で
、
身
分

が
高
い
人
で
罪
の
軽
い
人
の
近
流

地
と
な
っ
て
い
た
。
特
に
大
谷
に

は
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
人
が
多
く
住

ん
で
お
り
、
流
罪
人
紀
友
仲
の
見

張
り
と
、
そ
の
人
物
評
価
が
で
き

る
地
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

イ
．藤
原
一
族
と
大
谷
浦

　

先
述
の
越
前
守
と
し
て
赴フ

任ニ
ン

し
た
藤
原
氏
一
族
は
二
十
一
人

だ
が
、
国
府
に
は
守カ
ミ

の
下
に
介ス

ケ

・

掾ジ
ョ
ウ

・
目サ

カ
ン

な
ど
の
位
の
人
達
が
派
遣

さ
れ
る
。
現
在
の
知
事
を「
守
」

と
す
れ
ば
、
あ
と
の
位
は
副
知

事
・
出
納
長
・
総
務
部
長
と
な
ろ

う
。「
守
」以
下
の
人
達
は
家
族
同

伴
で
も
な
い
の
で
道
中
の
荷
物
も

少
な
く
て
す
み
、
若
い
事
務
官
四

～
五
人
を
連
れ
て
の
旅
と
な
る
の

で
、
敦
賀
か
ら
大
谷
ま
で
は
舟
、

そ
し
て
大
谷
か
ら
菅
谷
峠
越
で
武

生
到
着
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
達

も
殆
ん
ど
が
藤
原
一
族
だ
っ
た
の

で
、
大
谷
に
は
、
世
話
を
す
る
藤

原
家
一
族（
下
流
階
級
）が
必
要

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
理
す
る
。

　

さ
て
、
先
述
の
よ
う
に
紀
友
仲

は
無
実
の
罪
を
晴
ら
す
た
め
に
、

な
ぜ
石
清
水
八
幡
宮
を
選
ん
だ
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
八
幡
宮
は
貞
観

二
年（
八
五
九
・
友
仲
が
大
谷
へ

流
さ
れ
る
三
十
二
年
前
）に
、
大

分
県
の
宇
佐
八
幡
よ
り
勧
請
し
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新

設
八
幡
宮
の
初
代
神
主
は
、
友
仲

と
五
～
六
代
遡
っ
た
ま
た

4

4

従
兄
に

な
る
紀
御
豊
で
あ
り
、
そ
の
後

代
々
石
清
水
八
幡
宮
の
神
主
を
務

め
る
家
柄
と
な
っ
た
。
こ
う
み
る

と
、
友
仲
が
石
清
水
八
幡
宮
に

祈
っ
た
と
い
う
よ
り
、
紀
氏
あ
げ

て
赦
免
運
動
を
し
た
と
も
い
え
る

よ
う
だ
。
大
谷
に
現
存
す
る
八
幡

神
社（
祭
神
は
石
清
水
・
大
塩
八

幡
宮
と
同
じ
品ホ
ム

陀ダ

ワ和
気ケ

ノ

命ミ
コ
ト

）は
、

天
平
元
年（
七
二
九
）創
建
と
あ

る
の
で
、
友
仲
は
こ
の
お
社
に

祈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
姿

を
見
た
大
谷
の
藤
原
一
族
も
好
感

を
も
っ
て
接
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
大
谷
に
藤
原
一
族
が

い
た
と
い
う
こ
と
の
証
拠
と
な
る

神
社
が
、
二
つ
現
存
す
る
。

①
藤
原
神
社

　

集
落
の
字「
藤
の
森
」の
上
に

鎮
座
し
、
住
民
は
藤
原
権
現
様

と
呼
ぶ
。
祭
神
は
藤
原
氏
の
祖
・

鎌カ
マ
タ
リ足
で
あ
る
が
、
こ
の
名
を
持
つ

社
は
日
本
で
五
社
し
か
な
い
珍
し

い
神
社
で
あ
る
。

②
春
日
神
社

　

中ナ
カ
ト
ミ臣

氏（
鎌
足
が
藤
原
姓
を
頂

く
前
の
姓
）の
祖
神
・
天ア
マ
ツ

兒コ

屋ヤ

根ネ
ノ

命ミ
コ
ト

を
祭
神
と
し
、
藤
原
一
族
が
祖

神
と
し
た
神
社
で
あ
る
。
春
日
神

社
は
、
赤
萩
に
一
社
、
武
生
に
二

社
と
少
な
い
が
、
芦
原
の
春
日
神

社
は
平
安
末
期
に
、
藤
原
国
貞
が

奏
聞
し
て
奈
良
の
春
日
大
社
を
勧

請
し
た
と
さ
れ
る
。
大
谷
の
春
日

神
社
も
、
い
つ
の
時
代
か
に
藤
原

一
族
の
勧
請
に
よ
っ
て
で
き
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藤
原
神
社
・
春

日
神
社
の
由
来
や
、
紀
友
仲
が
流

罪
と
な
っ
た
時
代
背
景
を
考
え
る

と
、
平
安
中
期
の
式
部
時
代
の
大

谷
浦
に
は
、
藤
原
一
族
が
い
た
の

で
式
部
も
大
き
な
関
心
を
持
っ
て

訪
れ
、
一
族
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
紫
式
部
余
話

ア
．源
氏
物
語
の
モ
デ
ル

　

こ
の
物
語
に
は
私
小
説
的
な
面

は
殆
ど
な
い
が
、
式
部
自
身
を
モ

デ
ル
に
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が

「
空ウ
ツ
セ
ミ蝉

」と
い
う
女
性
だ
ろ
う
。

　

中
流
家
庭
出
身
。
美
人
で
は
な

い
が
た
し
な
み
の
あ
る
人
妻
。
夫

は
老
人
。
一
度
は
源
氏
の
夜
媒
を

受
け
る
が
後
は
拒
み
通
し
、
夫
の

国
司
赴
任
に
同
行
し
て
姿
を
消

す
。
同
室
だ
っ
た
義
理
の
娘
が
間

違
わ
れ
て
夜
媒
を
受
け
る
な
ど
。

　

で
は
、
主
人
公
の
光
源
氏
の
モ

デ
ル
は
誰
か
。
天
皇
家
の
直
系
と

し
て
具
平
親
王
、
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ー
ボ
ー
イ
と
し
て
は
夫
宣
孝
、

は
で
好
き
で
強
引
な
政
治
家
・
歌

人
と
し
て
は
道
長
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

私
の
教
え
子
の
一
人
で
あ
る
俵

万
智（
口
語
短
歌
作
者
）著
の「
愛

す
る
源
氏
物
語
」で
、
物
語
中
の

和
歌
を
口
語
短
歌
と
し
て
再
生
し

て
い
る
。
そ
の
中
で「
こ
の
時
代

の
男
性
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

る
。
一
つ
は
、
相
手
が
好
き
で
あ

れ
ば
あ
る
程
、
大
胆
な
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
ば
れ
る
時

に
は
合
意
の
上
で
…
。
も
う
一
つ

は
、
と
り
あ
え
ず
自
分
の
も
の
に

す
れ
ば
後
は
何
と
か
な
り
、
情
も

湧
く
は
ず
…
。」
と
分
析
し
て
い

る
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
私
は
前

者
が
具
平
親
王
、
後
者
が
宣
孝
、

中
間
が
道
長
に
あ
て
は
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
は
後
者
の
よ
う
な
横

暴
な
男
性
が
多
く
、
式
部
は
物

語
・
日
記
・
家（
歌
）集
を
通
し
て
、

こ
の
様
子
を
後
世
に
残
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
物
語
中
で
紫
の
上
の
し

み
じ
み
と
し
た
呟
き
が
印
象
的
で

あ
る「
女
程
、
生
き
方
が
窮
屈
で

哀
れ
な
も
の
は
な
い
」と
。

イ
．式
部
の
晩
年

　

寛
弘
元
年（
一
〇
〇
四
）十
二

月
、
式
部
は
三
十
二
歳
で
中
宮
彰

子
に
出
仕
し
た
が
、
寛
弘
五
年
、

第
一
皇
子
敦
成
親
王（
後
一
条
天

皇
）誕
生
の
直
前
よ
り
書
き
始
め

た
の
が「
紫
式
部
日
記
」で
あ
る
。

こ
の
日
記
は
、
宮
中
内
行
事
の
記

録
だ
け
で
な
く
、
折
々
の
彼
女
の

想
い
を
綴
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
日
記
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
身

の
ほ
ど
」と「
憂
き
こ
と
」で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
日
記
も
寛
弘

六
年
の
夏
頃
よ
り
殆
ど
書
か
れ
な

く
な
っ
た
の
は
、
七
月
に
具
平
親

王
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
日
記
文
の
所
々
は
手
紙
文
と

な
っ
て
お
り
、
親
王
に
送
る
た
め

の
文
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
あ
と
式
部
は
、
全
身
全
霊
を
打

ち
込
ん
で
源
氏
物
語
執
筆
に
没

頭
し
、
長
和
二
年（
一
〇
一
三
）

四
十
一
歳
の
時
に
物
語
を
完
成
さ

せ
、
翌
長
和
三
年
二
月
、
四
十
二

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

ウ
．娘
賢
子
の
其
の
後

　

母
式
部
の
亡
く
な
る
直
前
か
ら

「
越
後
の
弁
」の
名
で
宮
廷
に
出

仕
し
て
い
る
。
母
親
の
教
育
も

あ
っ
て
か
、
漢
学
や
和
歌
な
ど
の

才
能
を
発
揮
し
、
勅
撰
和
歌
集

に
三
十
七
首
も
と
り
あ
げ
ら
れ

た
り
、
自
分
の
家（
歌
）集「
大
弐

三
位
集
」も
出
し
て
い
る
。
母
親

と
違
っ
て
、
現
実
的
な
処
世
の
才

に
恵
ま
れ
て
、
栄
達
の
人
生
を
歩

ん
だ
の
は
父
宣
孝
に
似
た
の
で
あ

ろ
う
。
賢
子
は
藤
原
定
賴（「
若

紫
や
さ
ぶ
ろ
う
」と
式
部
を
か
ら

か
っ
た
歌
人
大
納
言
公
任
の
嫡

子
）を
恋
人
と
し
、
そ
の
後
、
関

白
道
兼
の
息
子
の
兼
隆
と
結
婚
し

て
い
る
。
み
な
名
門
の
貴
公
子
で

あ
り
、
道
長
を
頂
点
と
す
る
花
の

宮
廷
生
活
を
物
怖
じ
せ
ず
に
生
き

た
よ
う
だ
。
最
後
は
、
大
弐
三
位

（
今
の
大
臣
級
）の
官
職
に
ま
で

昇
任
す
る
。
式
部
が
亡
く
な
っ
た

の
は
四
十
二
歳
、
こ
の
時
賢
子
は

十
四
歳
で
出
仕
し
て
お
り
、
式
部

は
娘
が
自
分
達
両
親
の
良
い
と
こ

ろ
を
引
き
継
い
だ
能
力
が
あ
る

こ
と
を
か
い
ま
見
て
、
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
と
共
に
、
苦
労
も
あ
っ

た
が
宣
孝
と
結
ば
れ
た
こ
と
を
幸
せ

だ
っ
た
と
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑤
あ
と
が
き

　
「
紫
式
部
の
通
っ
た
道
」と
題

し
な
が
ら
、
式
部
の
人
生
の
道
が

中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

武
生
の
本
興
寺（
国
府
跡
）の

庭
に
、
娘
賢
子
が
母
を
偲シ
ノ

ん
で
植

え
た
紅
梅
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の

梅
を
植
え
に
来
た
賢
子
も
、
タ
コ

の
呼
坂
・
大
谷
を
母
に
感
謝
し
な

が
ら
通
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。


